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§１. 大月市の現状把握・分析
（1）本市の現状

1

 人口：平成7年以降、毎年約５百人ずつ減少し、約20年後には半減する予測。
大月町と猿橋町で全人口の45％、笹子町と梁川町では８％と少ない。
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資料：大月市統計書

R5.10.1現在：21,835人
（住民基本台帳）

将来予測
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 通勤通学時の利用交通手段：
大月市の自家用車利用率が72％で、
山梨県全体に比べて高い比率。
なお、乗合バス利用は1.2％と低調も
山梨県全体よりは高い比率。

 免許保有・返納状況：
前期高齢者の約85％、後期高齢者の約40％が免許を保有するも、返納率は４％以下。
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資料：大月警察署提供データ、住民基本台帳より作成

資料：国勢調査（平成2年）
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 財政状況：少子高齢化、生産年齢人口の減少が予測される中、歳入減少に伴い
歳出のうち投資的経費の縮小が懸念。

【歳入】 【歳出】

資料：大月市統計書
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（2）公共交通利用状況
 公共交通体系：本市で利用可能な公共交通手段は路線バスと乗合タクシー

（福祉タクシー含む）及び普通鉄道の３手段。なお、令和５年７月～９月
の３ヶ月間において、デマンドタクシーの実証実験を実施。
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 鉄道利用状況：無人駅（梁川・鳥沢・初狩・笹子）を除いた３駅における
利用者数推移は下図のとおり。コロナ禍の影響によって、令和2年は前年の
6割以下に落ち込み、令和3年には若干回復したものの、コロナ前に比べて
３割以上の減少が継続。
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    ■鉄道駅別利用者比率の推移（H29＝1.00） 

資料：大月市統計書（JR 東日本八王子支社・富士急行(株)） 

（単位：千人）
駅名 H29 H30 R1 R2 R3

JR猿橋駅 496 469 434 308 329
JR大月駅 1,963 1,961 1,888 1,021 1,233

富士急行 大月駅 1,193 1,191 1,147 637 783
注１）JRについては、乗車人数のみ・私鉄については、乗降者人数の合計
注２）無人駅（梁川・鳥沢・初狩・笹子）については、開示できないため非掲載
注３）私鉄については、乗車券購入者数で把握しており、平成27年３月から交通系ICカード

駅名 H29 H30 R1 R2 R3
JR猿橋駅 1.00 0.95 0.88 0.62 0.66
JR大月駅 1.00 1.00 0.96 0.52 0.63

富士急行 大月駅 1.00 1.00 0.96 0.53 0.66
注１）H29＝1.00とした比率
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 バス利用状況：大月駅を中心に、大月中央病院から営業所前間は
市内各方面から運行されるために本数は多い一方、周辺地区では
１日あたりの運行本数が10本未満の路線がほとんど。
バス利用者数は、コロナ禍後に減少して約23万人/年で推移。今後は、
人口減少等によって増加は見込めない状況。
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 バスOD調査結果からみた利用状況【R2.11.21～R2.12.4実施】：
約2週間の調査による利用者数は約1万人であり、利用者層の内訳では、
シルバー利用者が41％、スクール利用者が32％、一般利用者が27％。
市内全路線での平均乗車人数（乗車人数÷調査本数）は５.５人/本で、
5～10人/本未満が39％で最も多く、これに次いで1～5人/本未満が37％。
西奥山線や新倉線の乗車人数は３人/本未満と少ない。
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問題点１：少子高齢化の加速がバス交通維持
困難性を加速

課題１：高齢者と児童・生徒が主体のバス利
用状況。両者の利用が今後減少することが
想定され、バス利用者の減少するものと想
定され、バス交通の維持が困難になること
が予想されるため、公共交通の維持・確保
の検討が必要。

問題点２：バス利用の路線別の格差が進行
課題２：バス路線の平均乗車人員が５.５人/本
で、路線別で見た場合には３人/本未満の路
線や時間帯によっては利用者がない場合も
あり。この傾向は、バス路線の幹線区間

（大月中央病院～営業所間）以外の遠方地域
への枝線区間で顕著となっているため、上
記の課題を合わせ公共交通の維持・確保の
検討が必要。

問題点３：移動困難な高齢者が増加
課題３：自ら外出できる高齢者（免許非保有
者・免許返納者でシルバーパスを購入）が、
バス利用の主体。今後、これらの高齢者は
年齢を重ねることで移動に制約（介助が必
要）を来したり、さらには移動が困難にな
る可能性やその人数が増加していくことが
予想されるため、現行のバス利用に比べて
バス停までの距離が短く、利用がしやすい
新たな交通手段（実証実験中のデマンドタ
クシーなど）の検討が必要。



§２. 関連計画の整理と本計画の位置づけ
関連計画（年次） 計画期間 公共交通の役割り・位置づけ

大月市第7次総合計画
（平成30年3月）

2018～2027年度
（10年間）

・公共交通（生活交通）の充実
⇒路線バス利用促進（市民へのPR）
⇒持続可能な生活交通の維持・確保

おおつき創生都市計画マスタープ
ラン
（平成29年３月）

2015～2040年度
（25年間）

・公共交通（バス）の充実
⇒鉄道駅で乗換えできる駐車機能の充実
⇒デマンド型輸送を含めた柔軟の輸送サー
ビスの検討（例：大月中央病院⇔営
業所間のをサービス強化区間として）

大月市立地適正化計画
（平成30年３月策定、
令和５年３月更新）

2023～2027年度
（５年間）

・交通サービスの充実
⇒大月駅～猿橋（駅及び名勝「猿橋」）
間のバス交通サービスの充実

⇒路線バスに代わる新たな公共交通シス
テムの導入

第2期大月市まち・ひと・しごと創
生総合戦略
（令和3年2月）

2020～2024年度
（５年間）

・公共交通の充実
⇒交通事業者等が参画した協議会を立ち
上げ、路線バスのあり方について、調査、
検討を実施

9
持続可能な生活交通の維持と確保を目指して、
バス交通サービス（新たなシステム含む）の向上を図る



§３. ニーズ把握（ヒアリング・アンケート）
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 ヒアリング結果：
４者の結果概要
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 アンケート結果：
公共交通空白地域住民（梁川地区）及びバス利用者聞き取りアンケート
調査結果 ※P８の再掲
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§４. 問題・課題の整理と目標設定
【現状のまとめ】

【問題・課題】
問題点１：少子高齢化の加速がバス交通維持
困難性を加速

課題１：高齢者と児童・生徒が主体のバス利
用状況。両者の利用が今後減少することが
想定され、バス利用者の減少するものと想
定され、バス交通の維持が困難になること
が予想されるため、公共交通の維持・確保
の検討が必要。

問題点２：バス利用の路線別の格差が進行
課題２：バス路線の平均乗車人員が５.５人/本
で、路線別で見た場合には３人/本未満の路
線や時間帯によっては利用者がない場合も
あり。この傾向は、バス路線の幹線区間

（大月中央病院～営業所間）以外の遠方地域
への枝線区間で顕著となっているため、上
記の課題を合わせ公共交通の維持・確保の
検討が必要。

問題点３：移動困難な高齢者が増加
課題３：自ら外出できる高齢者（免許非保有
者・免許返納者でシルバーパスを購入）が、
バス利用の主体。今後、これらの高齢者は
年齢を重ねることで移動に制約（介助が必
要）を来したり、さらには移動が困難にな
る可能性やその人数が増加していくことが
予想されるため、現行のバス利用に比べて
バス停までの距離が短く、利用がしやすい
新たな交通手段（実証実験中のデマンドタ
クシーなど）の検討が必要。



13

 公共交通の将来像：

『少子高齢化社会においても誰もが安心して移動できる環境整備』

・鉄道：現在のJR線、富士急行線のサービス水準の維持
・バス：平均乗車人員が一定水準以下の路線に対する代替手段の検討
※平均乗車人員の設定、代替手段としてのデマンドタクシーのあり方等々
・タクシー：現在の2社運行の維持及び福祉タクシー事業の維持

 目標の設定：（バス交通の現状及び将来見通しからみた自動車系公共交通の方向性）
これまでの検討結果を踏まえ、特に、バス交通の現状（利用面、運行サービス面等）やこれら現状の

将来見通しを踏まえた上で、本市の自動車系公共交通の方向性を次頁に示します。
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 バス交通の現状及び将来見通しからみた自動車系公共交通の方向性


